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    ・佐倉市  ・成田市  

    ・四街道市 ・富里市  

    ・印西市  ・八街市  

    ・白井市  ・酒々井町    

    ・栄町   ・印旛村     

    ・小見川町 ・本埜村     

    ・山田町  ・佐原市  

・栗源町  ・東庄町  
・神崎町  

・多古町  
・銚子市  
・旭市  

    ・匝瑳市  

       

＊  佐 原 市 、 山 田 町 、 栗 源 町 、 小 見 川 町 の ４ 市 町 は 、 平 成 １ ８ 年 ３ 月

２ ７ 日 に 合 併 し 香 取 市 と な り ま し た が 、 旧 市 町 の ま ま 掲 載 し ま し た 。 
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北総地区  
少年の日・地域のつどい大会  

 
北 総 地 区 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  

  
北 総 地 区 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 は 、印 旛 部 会 7 市 2 町 2 村 、香

取 部 会 1 市 3 町 、 海 匝 部 会 3 市 の 1 8 市 町 村 の 青 少 年 相 談 員 1 , 0 6 3
人 （ 平 成 1 8 年 4 月 1 日 現 在 ） の 構 成 で 運 営 し て い ま す 。  
 次 代 を 担 う 青 少 年 が 、団 体 活 動 ・ ス ポ ー ツ を 通 し て 健 全 な 身 体 と
精 神 を 養 い 青 少 年 相 互 の 親 睦 と 友 情 を 深 め 、自 覚 と 誇 り を 高 め る こ
と を 目 的 に 、印 旛 ・ 海 匝 の 両 地 区 に お い て 以 下 の と お り つ ど い 大 会
が 開 催 さ れ ま し た 。  
○ 平 成 1 7 年 度 印 旛 地 区 つ ど い 大 会  
（ １ ） 会   場 ： 陸 上 自 衛 隊 下 志 津 駐 屯 地  
（ ２ ） 開 催 期 日 ： 平 成 1 7 年 7 月 2 3・ 2 4 日 [ 1 泊 2 日 ]  
（ ３ ） 参 加 者 数 ： 小 学 5・ 6 年 生    5 0 人  
         青 少 年 相 談 員 等    6 0 人  
（ ４ ） 内   容 ： キ ャ ン プ 体 験 ・ 天 体 望 遠 鏡 作 り 、 花 火 大 会 、 天 体

観 察 等 行 な わ れ ま し た 。  
○  平 成 1 7 年 度 海 匝 地 区 つ ど い 大 会  
（ １ ） 会   場 ： 銚 子 市 野 球 場 （ 野 球 ）・ 銚 子 市 体 育 館 （ ミ ニ バ ス ） 
         旭 市 総 合 体 育 館 （ 剣 道 ）  
（ ２ ） 開 催 期 日 ： 平 成 1 7 年 8 月 6・ 7 日 [少 年 野 球 ・ ミ ニ バ ス ]  
          平 成 1 8 年 1 月 2 9 日 [少 年 少 女 剣 道 大 会 ]  
（ ３ ） 参 加 者 数 ： 小 学 4～ 6 年 生 [野 球 ・ ミ ニ バ ス    2 5 0 人 ]  
                [少 年 少 女 剣 道 大 会   1 6 0 人 ]  
          青 少 年 相 談 員 等   8 0 人  
（ ４ ） 内   容 ： 8 月 6・ 7 日 ・ ・ ・ ・ ・ 少 年 野 球 ・ ミ ニ バ ス  
         1 月 2 9 日 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 少 年 少 女 剣 道 大 会  

少 年 野 球 ・ ミ ニ バ ス は 、 各 ８ チ ー ム の ト ー ナ メ ン ト で 、 ま た 、
少 年 少 女 剣 道 大 会 は 、団 体 戦 3 2 チ ー ム 、個 人 戦 男 子 6 年 生 の 部 、
5 年 生 の 部 、男 子 低 学 年 の 部 、女 子 6 年 生 の 部 、女 子 5 年 生 の 部 、
女 子 低 学 年 の 部 が 行 わ れ ま し た 。  

  
 
 
 
 
 
 

 
(印 旛 地 区 キ ャ ン プ 体 験 )  （ 海 匝 地 区 少 年 野 球 ・ ミ ニ バ ス ）  
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15 期を振り返って 
 

佐 倉 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
 佐 倉 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 は 、 8 地 区 83 名 の 相 談 員 が 運 営 ･
活 動 し 、通 年「 少 年 少 女 球 技 大 会 」「綱 引 き 大 会 」「新 春 凧 あ げ 大 会 」
を 恒 例 の 三 大 事 業 と し て 開 催 し て い ま す 。  
 「 少 年 少 女 球 技 大 会 」 で は 、“ 王 様 ソ フ ト ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 ” と
題 し 、相 手 チ ー ム が 極 秘 に 決 め た 王 様 に 早 く 当 て た 方 を 勝 ち と す る 、
変 則 的 な 試 合 形 式 を 取 り 入 れ て い ま す 。  
 特 有 の ル ー ル 効 果 の た め 、チ ー ム 人 数 や 年 齢 差 の ハ ン デ ィ が 少 な
く 、ゲ ー ム 展 開 は 波 乱 万 丈 で す 。予 選 リ ー グ 戦 と 決 勝 ト ー ナ メ ン ト
戦 を 制 し た 上 位 チ ー ム に は 賞 状 と メ ダ ル が 授 与 さ れ ま す 。  
 ま た 、大 会 の 休 憩 時 間 に は 、豪 華 景 品 が 当 た る お 楽 し み 抽 選 会 を
開 催 。試 合 の 合 間 の 交 流 や 和 み の ひ と と き に な っ て い ま す 。平 成 18
年 度 の 大 会 で は 過 去 最 高 の 40 チ ー ム 38 0 名 の 参 加 が あ り 、 大 盛 況
に 終 わ り ま し た 。  
 「 綱 引 き 大 会 」 は 2 月 に 開 催 さ れ 、 小 中 学 生 合 わ せ て 毎 年 約 40 0
名 の 参 加 が あ り 、激 戦 が 繰 り 広 げ ら れ ま す 。冬 場 の ひ ん や り と し た
体 育 館 の 空 気 は 、選 手 の 熱 気 や 応 援 陣 の 声 援 で 活 気 づ き 躍 動 し て い
き ま す 。  
 秋 口 に は ”彦 一 た こ づ く り 講 習 会 ”を 催 す 地 区 も 多 く 、1 月 の「 新
春 凧 あ げ 大 会 」に 繋 い で い ま す 。約 25 0 名 の 参 加 者 が 岩 名 運 動 公 園
陸 上 競 技 場 を 悠 々 と つ か い 、 20 0 個 近 い さ ま ざ ま な 凧 が 大 空 を 舞 う
様 子 は 、ま さ に 新 春 の 風 物 詩 で す 。小 さ い 子 供 か ら ご 高 齢 の か た ま
で 、参 加 者 の 年 齢 層 は 幅 広 く 、自 作 の 凧 を 持 参 す る リ ピ ー タ ー も 増
え て い ま す 。「 親 子 で 頑 張 っ た で 賞 」「 よ く 走 っ た で 賞 」「 枝 に 引 っ
か か っ た で 賞 」 な ど 、 ユ ニ ー ク な 賞 を 多 数 用 意 し て い ま す 。  
 年 に 一 度 発 行 さ れ る 広 報 紙「 青 少 年 相 談 員 ト ピ ッ ク ス 」の 配 布 は 、
各 地 区 の 相 談 員 が 担 当 学 区 の 小 中 学 校 へ 足 を 運 び ま す 。そ し て 、各
事 業 や 地 区 活 動 を 紹 介 す る と と も に 、イ ベ ン ト の 参 加 を 促 し 、一 層
の 理 解 や 連 携 を 深 め て い ま す 。  
 一 方 で 相 談 員 を 対 象 と し た も の は 、家 族 ぐ る み で 交 流 や 親 睦 を 深
め ら れ る 機 会 と し て 、 春 の バ ー ベ キ ュ ー 交 流 会 が あ り ま す 。  
 秋 に は 県 外 研 修 と し て 、近 隣 県 の 教 育 関 連 施 設 や 内 容 を 見 学 ・ 体
験 し 、 活 動 の ヒ ン ト と な る よ う 役 立 て て い ま す 。  
 何 れ も 地 区 や 活 動 の 情 報 交 換 の 場 で あ る と と も に 、相 談 員 の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 広 が る こ と で 、 活 動 の 原 動 力 と な っ て い ま す 。  
 こ れ か ら も 地 域 の 身 近 な “ お じ さ ん ”“ お ば さ ん ” と し て 楽 し み
な が ら 子 供 た ち に 関 わ り 、健 全 な 青 少 年 育 成 活 動 を 推 進 し て い き ま
す 。  
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青少年相談員の活動を振返って  
          

      四 街 道 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
 私 達 、四 街 道 市 青 少 年 相 談 連 絡 協 議 会 は 、現 在 ３ ０ 名 の 相 談 員 で
活 動 し て お り ま す 。目 的 と し て は 、青 少 年 の 健 全 育 成 を 目 指 し て 活
動 に 取 り 組 ん で お り ま す 。私 達 の 相 談 員 活 動 内 容 に つ い て 報 告 致 し
ま す 。  
 ４ 月 に 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 総 会 を 実 施 し 事 業 報 告 ・ 決 算 報
告 ・ 新 年 度 予 算 ・ 事 業 計 画 を 総 会 で 協 議 決 定 し ま す 。 そ れ に し た が
っ て 、 年 間 行 事 が 決 ま り ま す 。 活 動 内 容 に つ い て で す が 、 ７ 月 初 旬
に は 、市 の 行 事 の 青 少 年 健 全 育 成 推 進 大 会 が あ り 、そ こ で パ レ ー ド
参 加 や 、パ ン フ レ ッ ト 等 の 配 布 を し て 青 少 年 の 健 全 育 成 の 推 進 活 動
を 実 施 し て お り ま す 。  
７ 月 下 旬 に は 、印 旛 地 区 少 年 の 日 ・ 地 域 の つ ど い 大 会 が 四 街 道 市

事 務 局 で 、 陸 上 自 衛 隊 下 志 津 駐 屯 地 で 開 催 し 、 天 体 望 遠 鏡 作 り ・ 花
火 大 会 ・ 天 体 観 測 ・ 広 報 史 料 館 見 学 ・ キ ャ ン プ 体 験 ・ レ ク リ エ ー シ
ョ ン 等 の 行 事 の 実 施 と 指 導 を し ま し て 、多 く の 参 加 の 子 ど も の 楽 し
い 笑 顔 や 、作 る 事 の 楽 し さ な ど を 教 え る 事 が で き 、相 談 員 及 び 子 ど
も 達 も 満 足 の い く つ ど い 大 会 に な り 良 か っ た な あ と 思 っ て お り ま
す 。 協 力 し て 頂 い た 。 北 総 地 区 の 青 少 年 相 談 員 ・ 事 務 局 の 方 に 感 謝
し て お り ま す 。  
８ 月 初 旬 に は 、少 年 少 女 球 技 大 会 の 後 援 事 業 と し て 協 力 を し ま し

た 。  
８ 月 下 旬 に は 、 四 街 道 ふ る さ と 祭 り で は 、 場 内 警 備 ・ 周 辺 の 警 備

を 実 施 し ま し た 。  
１ ０ 月 中 旬 に は 、青 少 年 グ ラ ン ド ゴ ル フ 大 会 ・ 福 祉 バ ザ ー を 実 施

し ま し た 。  
２ 月 初 旬 に は 、つ な ひ き 大 会 を 実 施 し ま し た 。現 在 四 街 道 市 で は 、

上 記 の 活 動 を し て い ま す が 、今 後 は 、少 子 化 に 伴 い 行 事 の 参 加 者 が
減 少 傾 向 に あ る の で 、魅 力 の あ る 行 事 を 取 り 入 れ る と 伴 に 地 域 の 特
色 を い か し た 活 動 を し て い き た い と 思 い ま す 。  
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第 15 期青少年相談員活動  
 

印 西 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
 印 西 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 の 第 １ ５ 期 の 組 織 は 、前 期 の 小 学
校 区 単 位 の １ ３ 学 区 か ら 、中 学 校 区 を 単 位 と す る ６ 地 区 と し て 組 織
改 革 を 行 っ た 。地 区 の 中 に は 今 ま で の 小 学 校 区 活 動 を 中 心 と し て 行
っ て い る 地 区 も あ れ ば 、中 学
校 地 区 １ つ と な っ た 活 動 も
行 わ れ て い た 。  
 地 区 は 、 印 西 中 学 校 地 区 、
小 林 中 学 校 地 区 、船 穂 中 学 校
地 区 、原 山 中 学 校 地 区 、木 刈
中 学 校 地 区 、西 の 原 中 学 校 地
区 の ６ 地 区 で 、里 山 体 験 、カ
ル タ 大 会 、卓 球 大 会 な ど 地 区
そ れ ぞ れ 思 考 を 凝 ら し て 毎
年 さ ま ざ ま な 事 業 を 展 開 し
て い た 。  
 連 絡 協 議 会 全 体 で は 、夏 休
み に 実 施 し た 「 青 少 年 ふ れ あ い キ ャ ン プ 」 で の 自 然 体 験 。 こ れ は 、
１ ５ 期 １ 年 目 に 市 教 育 委 員 会 が 主 催 で 行 っ て い た「 ビ ッ ク チ ャ レ ン
ジ ャ ー ズ キ ャ ン プ 」 を 行 わ な く な り 、 ２ 年 目 の 平 成 １ ７ 年 度 に 、 大
谷 会 長 が 連 絡 協 議 会 の 主 催 で キ ャ ン プ を 是 非 や り た い と 復 活 。教 育
委 員 会 が 主 催 で は な い の で 、キ ャ ン プ 用 品 も す べ て 相 談 員 た ち の 車
で 運 ぶ な ど 様 々 な 制 約 が あ っ た が 、２ 年 間 行 っ て き た 。子 ど も 達 の
友 情 と 併 せ て 、 参 加 し た 相 談 員 の 絆 も 深 ま っ た 。  
ま た 、 毎 年 冬 に 実 施 し て い る 「 長 縄 と び 大 会 」 で は 、 数 多 く の 子

ど も 達 の 数 と 、練 習 の 成 果 と な る 新 記 録 が 毎 年 次 々 に 更 新 さ れ た こ
と は 、 本 当 に 驚 い た 。 賞 品 も 「 月 の 土 地 」 を 毎 年 そ の チ ー ム に 渡 し
て い る 。こ の 事 業 も 次 期 相 談 員 活 動 で 是 非 引 き 継 い で い た だ き た い
と 思 う 。  
第 １ ５ 期 の 相 談 員 は ５ １ 名 委 嘱 を 受 け て い た が 、事 業 実 施 日 に 仕

事 で 来 れ な か っ た り す る 人 も お り 、全 体 の 事 業 で は 三 分 の 一 程 度 が
顔 を 会 わ せ る 結 果 と な っ た 。こ の ３ 年 間 の 活 動 で 、各 地 域 の 横 の 繋
が り も 広 ま り 、今 後 の 様 々 な 活 動 で こ の 絆 が 役 立 つ も の と 考 え て い
る 。 皆 さ ん お 疲 れ 様 で し た !  ま た 継 続 す る 人 は 頑 張 ろ う ! !  
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相談員活動を通じて 

 

白 井 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 

私たち白井市の相談員は、３１名で企画・運営し活動を展開しています。 
相 談 員 に よ る 事 業 と し て は 、「お も 白 井 デ ー（ ド ッ チ ボ ー ル 大 会 ）」

「 ウ オ ー ク ラ リ ー 大 会 」「 ホ ワ イ ト ス ク ー ル （ ス キ ー 教 室 ）」 な ど が
あ り ま す 。  
ま た 、 市 が 主 催 す る 事 業 へ の 参 加

協 力 を 通 じ て 、 青 少 年 の 健 全 育 成 に
積 極 的 に 活 動 し て い ま す 。  
 市 が 主 催 す る ス ポ ー ツ 大 会 等 の 事
業 な ど で は 、 運 営 や 審 判 と し て 参 加
し 、 子 ど も 達 に 関 わ る 機 会 や 時 間 を
多 く 持 つ よ う に し て い ま す 。 中 学 生
と の 座 談 会 や 宿 泊 を 伴 う ホ ワ イ ト ス
ク ー ル な ど で 、 子 ど も 達 か ら 「 こ ん
な お 兄 さ ん ・ お 姉 さ ん が 身 近 に い る
な ん て 知 ら な か っ た 」 な ど と 言 わ れ
る と 、 少 し は 青 少 年 相 談 員 ら し い こ と を し て い る と 思 え ま す 。  
１ ５ 期 か ら の 新 た な 取 り 組 み の 1 つ に 、小 学 生 が 一 定 期 間 家 族 と

離 れ 、公 民 館 施 設 に 共 同 で 宿 泊 生 活 を し な が ら 学 校 に 通 う「 通 学 合
宿 」 事 業 が あ り ま す 。  
こ の 事 業 は 、白 井 市 に お い て も 都 市 化 の 進 展 や 核 家 族 の 増 加 に よ

り 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 希 薄 化 が 進 ん で い る こ と か ら 、相 談 員 や 子 ど
も た ち が 地 域 の 人 た ち と 関 わ り な が ら 活 動 で き る 事 業 は な い か 、と
い う こ と で 取 り 組 む こ と と し ま し た 。  
参 加 募 集 の チ ラ シ 作 り や ポ ス タ ー の 掲 示 、ま た 、食 材 を 買 う た め

の 商 店 ま で の 付 き 添 い 、 食 事 作 り の 指 導 、 あ る い は 、 登 下 校 時 の 見
守 り や 、も ら い 湯 の 協 力 な ど 、相 談 員 Ｏ Ｂ や 多 く の 地 域 の 方 々 の 協
力 と 参 加 を 得 て 展 開 し て い ま す 。  

私 た ち 相 談 員 は 、こ う し た 事 業
を 通 じ て 、 子 ど も 達 の 遊 び 相 手 、
相 談 相 手 と な り 、 良 き お 兄 さ ん 、
良 き お 姉 さ ん が い つ で も 近 く に
い る 事 を も っ と 多 く の 子 ど も 達
に 伝 わ る よ う 活 動 し て 行 き た い
も の で す 。  
そ し て 、子 ど も 達 が 中 学 生・高

校 生 に 成 長 し て も 私 た ち 相 談 員
の 顔 を 覚 え て い て く れ て 、気 軽 に
あ い さ つ を し て く れ る よ う な 地

域 づ く り に 貢 献 で き れ ば と 思 っ て い ま す 。  



北総地区 

青少年相談員活動を振り返って  
 

栄 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
 第 １ ５ 期 の 青 少 年 相 談 員 活 動 も 残 り わ ず か と な り 寂 し い 気 持 ち
と ほ っ と し た 気 持 ち が 交 錯 す る 時 期 と な り ま し た 。振 り 返 れ ば 一 瞬
の 出 来 事 の よ う に 感 じ ま す 。  
 我 々 青 少 年 相 談 員 の 活 動 に は 、 主 催 事 業 の 運 営 ・ 開 催 の ほ か 、 町
事 業 や 町 内 各 団 体 が 行 う 青 少 年 活 動 事 業 等 の ボ ラ ン テ ィ ア 補 助 が
主 な 活 動 と な っ て お り 各 地 区 ・ 各 地 域 で 相 談 員 が 活 躍 し て い ま す 。 
 中 で も 、 主 催 事 業 の 「 オ ー ル ナ イ ト ・ ハ イ ク 」 と 各 地 区 の 祭 事 に
つ い て は 力 を 入 れ て い る 事 業 で す 。  
 「 オ ー ル ナ イ ト ・ ハ イ ク 」 に つ い て は 、 今 年 で １ ２ 回 目 を 迎 え 相
談 員 の 伝 統 的 行 事 と な っ て お り 、毎 年 １ ０ ０ 人 を 超 え る 子 ど も 達 が
参 加 し 完 歩 し て い る 。距 離 は 全 長 １ ８ キ ロ で 、１ 班 １ ２ 人 編 成 の 子
ど も 達 に 相 談 員 が 付 き 添 い 、 皆 で 協 力 ・ 助 け 合 い 、 時 に は 励 ま し あ
っ て ゴ ー ル を 目 指 し て い き ま す 。子 ど も 達 の パ ワ ー は 計 り 知 れ な い
も の が あ り 、 毎 年 こ ち ら が 支 え ら れ て い る よ う に 感 じ ま す 。 ま た 、
相 談 員 Ｏ Ｂ の 方 々 が 子 ど も 達 を 歓 迎 す る た め 、途 中 の 休 憩 所 で ト ン
汁 の 配 布 を 行 い 参 加 者 を も て な し て い ま す 。  
 笑 い あ り ！ 涙 あ り ！ の 道 中 で 、「 一 人 が み ん な の た め に  み ん な
が 一 人 の た め に 」を モ ッ ト ー に 完 歩 す る た め 必 死 に 歩 く 子 ど も 達 の
姿 を 見 て い る と 、大 人 に 忘 れ か け て い る 純 粋 な 心 が 甦 る よ う で 、こ
ち ら も 童 心 に 返 る 思 い で す 。  
 こ の よ う に 、多 く の 感 動 を も た ら し て く れ る 事 業 の 一 つ で あ る 為 、
今 後 も メ イ ン イ ベ ン ト と し て 継 続 さ せ 伝 統 行 事 と し て 推 進 し た い
も の で す 。  
 ま た 、 他 団 体 と の 協 力 ・ 連 携 事 業 と し て 「 ユ ニ カ ー ル 大 会 ・ た こ
作 り 教 室 」 を 同 日 に 開 催 し て い ま す 。「 ユ ニ カ ー ル 大 会 」 は 、 町 子
ど も 会 育 成 連 絡 協 議 会 の 主 催 で 、相 談 員 が サ ブ と な り 午 前 中 に 実 施
し 、 午 後 か ら は 相 談 員 が 主 催 で 「 た こ 作 り 教 室 」 を 行 い ま す 。  
こ れ は 少 子 化 が 進 む 中 、 ２ つ の 事 業 （ 同 時 期 に 行 う た め ） を 違 う

日 に 実 施 す る と 参 加 す る 子 供 を 集 め る の が 大 変 に な っ て し ま い 事
業 が 成 り 立 た な く な る 可 能 性 が あ る か ら で す 。結 果 、２ 団 体 が 同 日
に そ れ ぞ れ の 事 業 を 行 う こ と で 、子 供 や ス タ ッ フ の 確 保 が 容 易 に な
り ま し た 。  
 今 期 の 相 談 員 活 動 を 振 り 返 え る と 、自 主 活 動 や 様 々 な 事 業 で の 活
躍 の 場 が 多 々 あ り 、相 談 員 の 存 在 が 重 要 で あ る こ と に 気 付 く こ と と
な り ま し た 。こ れ か ら の 社 会 を 支 え る 青 少 年 世 代 に 期 待 す る 事 が 多
く あ る た め 、今 後 の 活 動 も 自 分 達 に 出 来 る 事 を 精 一 杯 務 め て 行 き た
い と 思 い ま す 。  

 



北総地区 

私達の青少年相談員活動  
 

旧 小 見 川 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会   
（ 現：香取市青少年相談員連絡協議会小見川支部）  

 
 私 た ち ，香 取 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 小 見 川 支 部（ 旧 小 見 川 町
青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 ）は 現 在 ５ ０ 名 の 青 少 年 相 談 員 で 活 動 し て
お り ま す 。 合 併 に 伴 っ て 名 称 変 更 （ 旧 市 町 → 支 部 ） し ま し た が ， し
ば ら く の 間 は ， そ れ ぞ れ の 地 域 で 活 動 し て い き ま す 。 今 後 ， 小 見 川
町 青 少 年 相 談 員 は 香 取 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 小 見 川 支 部 青 少
年 相 談 員 と し て ，気 持 ち を 新 た に ，引 き 続 き 青 少 年 健 全 育 成 に 努 め
て い き た い と 思 い ま す 。  
で は 平 成 １ ７ 年 度 の 小 見 川 町 青 少 相 の 活 動 状 況 に つ い て ，ご 報 告

さ せ て い た だ き ま す 。  
私たちの活動は，４月の定期総会から始まります。総会では，前 年

度の活動報告及び今年度の事業計画等について話し合いをいたします。 
 ８ 月 の 「 青 少 年 の つ ど い 小 見 川 大 会 」 開 催 に 際 し て は ， 企 画 ， 運
営 会 議 を 重 ね ，「 ヘ ル ス バ レ ー ボ ー ル 」 を 実 施 し ま し た 。 子 ど も た
ち も 大 勢 参 加 し ， 猛 暑 の 中 ， 勝 敗 を 競 い 合 い ま し た 。 子 ど も た ち を
取 り 巻 く 環 境 が 大 き く 変 化 し て い る 今 ，地 域 の 大 人 と 接 し て 学 ぶ こ
と の で き る 良 い 機 会 だ っ た と 思 い ま す 。  
１ ０ 月 の 「 生 涯 学 習 フ ェ ス テ ィ バ ル 」 で は 運 営 ス タ ッ フ と し て ，

「 ス ポ ー ツ フ ェ ス タ 」の 際 は ヘ ル ス バ レ ー ボ ー ル の 競 技 役 員 と し て
参 加 し ま し た 。  
 そ し て ３ 月 に は ，「 違 法 看 板 撤 去 作 業 」 を 実 施 し ， 各 地 区 内 に お
い て ピ ン ク ビ ラ や 捨 て 看 板 を 撤 去 い た し ま し た 。  
 以 上 が 連 絡 協 議 会 の 主 催 事 業 で す 。こ の 他 に も 地 区 ご と に ，各 種
団 体 と の 共 催 事 業 や ，地 区 の お 祭 り に 参 加 す る な ど ，地 区 の 各 種 団
体 と の 交 流 も 実 施 し て お り ま す 。  
青 少 年 育 成 に 携 わ る 者 と し て ， 子 ど も た ち が 健 康 で た く ま し く ， 豊

かな心をはぐくむ手助けができるように努めていきたいと思います 。 
今 後 と も ， よ ろ し く ご 支 援 ・ ご 指 導 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ

ま す 。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 



北総地区 

青少年相談員の活動を振り返って  
 
旧 山 田 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  

                （ 現：香取市青少年相談員連絡協議会山田支部）  
 
 当 協 議 会（ 旧 山 田 町 青 少 相 会 ）は 平 成 １ ８ 年 ３ 月 ２ ７ 日 の 市 町 村
合 併 に 伴 い ，香 取 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 山 田 支 部 と 名 称 が 変 更
に な り ま し た 。 し か し 合 併 後 も 当 面 は ， 各 支 部 （ 旧 市 町 ） 活 動 を 中
心 に 行 う こ と に な っ て い ま す 。  
そ れ で は ， 平 成 1 7 年 度 の 旧 山 田 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 事 業

活 動 を 振 り 返 り ま し て ， ご 報 告 を さ せ て い た だ き ま す 。  
 私 た ち は ，ま ず ４ 月 の 総 会 で 前 年 度 の 決 算 や 事 業 計 画 の 承 認 を い
た だ き ， 活 動 を 開 始 い た し ま す 。  
 ５ 月 に は ，「 子 ど も つ ど い 大 会 」 を 実 施 い た し ま し た 。 こ の 大 会
は ， 子 ど も た ち が 交 歓 交 流 し ， 友 情 を 深 め ， 競 技 へ の 参 加 を 通 し て
リ ー ダ ー 資 質 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。午 前 中 は 各 小
学 校 対 抗 の 綱 引 き 大 会 ，午 後 に は 個 人 戦 と し て レ ク 大 会（ ユ ニ カ ー
ル ・ グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 等 ） を 行 い ま し た 。 大 会 当 日 は 子 ど も た ち も
大 い に 張 り き り ， 楽 し く 過 ご す こ と が で き た と 思 い ま す 。  
 ７ 月 に は ，青 少 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 を 実 施 い た し ま し た 。こ の 大
会 も つ ど い 大 会 同 様 ，子 ど も た ち が 交 歓 交 流 し ，友 情 を 深 め る こ と
な ど を 目 的 と し て い ま す 。そ し て 同 じ く 各 小 学 校 対 抗 で 実 施 い た し
ま し た 。子 ど も た ち だ け で な く ，保 護 者 の 方 々 の 応 援 に も 熱 が 入 り ，
炎 天 下 の 中 ， 気 持 ち の い い 汗 を 流 せ た と 思 い ま す 。  
 １ １ 月 に は ，町 青 少 年 相 談 員 視 察 研 修 会 を 実 施 い た し ま し た 。当
町 で は ，青 少 年 施 設 の 見 学 を 通 し ，青 少 年 相 談 員 の 資 質 向 上 を 図 り ，
活 動 の 参 考 と す る た め ， 隔 年 ご と に 視 察 研 修 会 を 行 っ て お り ま す 。
今 年 度 は ， 栃 木 県 立 「 と ち ぎ 海 浜 自 然 の 家 」 に 視 察 に 行 き ま し た 。 
 ２ 月 に は ，町 民 駅 伝 大 会 を 行 い ，相 談 員 が 運 営 役 員 と し て 参 加 し
ま し た 。毎 年 ，こ の 駅 伝 大 会 と １ ０ 月 の 町 民 体 育 大 会 は 協 賛 事 業 と
し て 相 談 員 が 運 営 役 員 と し て 参 加 し て い ま す 。  
本 年 度 は ，第 １ ５ 期 青 少 年 相 談 員 の ２ 年 目 と い う こ と も あ り ，相

談 員 と し て の 自 覚 も 前 年 以 上 に で て き た と 思 い ま す 。事 業 に つ き ま
し て も ， 例 年 以 上 に ス ム ー ズ に 実 行 で き ま し た 。 た だ ， 子 ど も つ ど
い 大 会・ソ フ ト ボ ー ル 大 会 な ど 人 数 の 確 保 が 難 し い 事 業 に つ き ま し
て は ，今 後 検 討 し て い か な け れ ば な ら な い と い う 問 題 点 も 残 り ま し
た 。そ う い っ た 問 題 点 を ク リ ア し ，今 後 も 更 な る 努 力 が 必 要 に な っ
て く る と 思 い ま す 。今 ま で 以 上 に 青 少 年 の 健 全 育 成 に 励 ん で い き た
い と 思 い ま す 。  
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青少年相談員活動を振り返って  
 

旧 栗 源 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会   
（現：香取市青少年相談員連絡協議会栗源支部） 

 第 １ ５ 期青少年相談員は平成１６・１７年度を栗源町において活動し，残
り １ 年 を 市 町 村 合 併 に よ り 香 取 市 青 少 年 相 談 員 と し て 活 動 し て お り ます 。 
私 た ち は ， 全 １ ８ 名 と 他 の 市 町 村 と 比 べ る と 少 数 で は あ り ま す が ， 青

少 年 相 談 員 は 防 犯 指 導 員 も 兼 務 し て い る た め ， 活 動 は 多 岐 に わ た り ， 子
ど も た ち や 住 民 と の ふ れ あ い を 大 切 に し て 活 動 し て ま い り ま し た 。そ れ
で は ， 旧 栗 源 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 の 活 動 に つ い て 報 告 し ま す 。  
５ 月 に 定 期 総 会 を 開 催 し ， 年 間 の 事 業 計 画 と 予 算 を 審 議 し ま す 。 １ 年 間

の 事 業 の 始 ま り で も あ り ， 決 意 も 新 た に ， 気 を 引 き 締 め る 時 で も あ り ま す 。 
 ７ 月 に は ， 学 校 の 先 生 方 や 警 察 署 の 職 員 ， 駐 在 の 方 に も 協 力 し て い た
だ き ， 子 ど も た ち の 夏 休 み 中 の 過 ご し 方 に つ い て ， 懇 談 会 を 開 催 し ま し
た 。そ の 際 ，子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 と 現 状 ，問 題 等 を 十 分 に 協 議 し ，
夏 と 冬 に 実 施 す る 「 地 域 パ ト ロ ー ル 」 の 参 考 に さ せ て い た だ き ま し た 。 
 ８ 月 上 旬 に は 栗 源 町 の 小 学 生 を 対 象 に ， 茨 城 県 白 浜 少 年 自 然 の 家 で
「 自 然 体 験 学 習 」 を 行 い ま し た 。 野 外 炊 飯 や 班 ご と の 発 表 ， 奉 仕 活 動 を
通 じ て ， 挨 拶 を 励 行 さ せ ， 規 律 あ る 行 動 を 遵 守 さ せ ま す 。 初 め て 会 う 人
と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 重 要 な 課 題 で ，丸 ２ 日 間 に わ た る 団 体 活 動 で
は ， 物 怖 じ せ ず に 人 と 話 せ る た く ま し さ も 養 わ れ ま し た 。  
 ８ 月 下 旬 に は 毎 年 行 わ れ て い る 「 栗 源 の 夏 祭 り 」 に お い て ス ポ ー ツ ゲ
ー ム コ ー ナ ー を 担 当 し ，子 ど も た ち の 笑 い 声 が 祭 り に 華 を 添 え て い ま し
た 。 ま た ， 場 内 パ ト ロ ー ル を 実 施 し ， 子 ど も た ち の 事 故 や 非 行 に 注 意 を
呼 び か け ま し た 。  

1 0 月 に は 「 栗 源 町 民 体 育 大 会 」 が 開 催 さ れ ， 競 技 役 員 及 び 保 育 園 児 と の
綱 引 き の 相 手 も 務 め ま し た 。 ま た 1 1 月 の ｢栗 源 の ふ る さ と い も 祭 り ｣に
お い て も 運 営 協 力 を し ま す 。県 内 外 か ら 約 ３ 万 人 が 来 場 す る 栗 源 町 に お
け る 一 大 祭 り で ， 各 イ ベ ン ト 補 助 や シ ャ ト ル バ ス の 運 行 補 助 ， 会 場 内 の
パトロール等重要な役割を担い，毎年同様大変忙しく目の回る一日でした 。 
学 校 が 冬 休 み に 入 る と 冬 季 パ ト ロ ー ル を 行 い ，１ 月 下 旬 に は 中 学 生 を  

対 象 に 「 ス キ ー 教 室 （ 長 野 県 の ス キ ー 場 で ， ２ 泊 ３ 日 ）」 を 実 施 し ま し
た 。 楽 し さ と 同 時 に ， 規 律 あ る 行 動 の 重 要 性 を 学 ぶ こ と が で き ま す 。 イ
ン フ ル エ ン ザ の シ ー ズ ン だ っ た の で 子 ど も た ち の 体 調 に 細 心 の 注 意 を
払 い ま し た 。  
年 間 最 後 の 事 業 が ２ 月 に 開 催 し た 「 小 学 生 ス ポ ー ツ 大 会 」 で す 。 学 校

対 抗 の ド ッ ヂ ボ ー ル 大 会 で ，こ の と き ば か り は ケ ガ に 気 を つ け て も ら い
な が ら ， 思 い っ き り 体 を 動 か す こ と を 教 え ま し た 。  
現 代 は 都 市 ・ 地 方 に か か わ ら ず 凶 悪 犯 罪 が 起 こ っ て い る 時 代 で す 。 子

供 達 を 加 害 者 に も 被 害 者 に も さ せ な い た め に は ， 我 々 が ， 事 件 を 身 近 な
問 題 と 捉 え ， 子 ど も た ち に ， 社 会 の 中 に お け る 自 分 の 存 在 の 重 要 性 を 認
識 さ せ な け れ ば な り ま せ ん 。 そ の 成 果 は 一 朝 一 夕 に 成 る も の で は な く ，
目 に 見 え る も の で も あ り ま せ ん が ，私 た ち の 活 動 が 子 ど も た ち の 健 全 な
成 長 の 助 け に な っ て い る こ と を 祈 り つ つ ，今 後 も 地 道 に 活 動 し て い き た
い と 思 い ま す 。  
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我が町の青少年相談員活動 
 

神 崎 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
神 崎 町 は 、 千 葉 県 の 北 端 中 央 部 に 位 置 し 、 東 は 香 取 市 、 西 は 成 田

市 に 接 す る と と も に 、 北 は 利 根 川 を 望 む 自 然 と 緑 が 豊 か な ま ち で 、
神 崎 の 大 楠 で あ る 通 称「 な ん じ ゃ も ん じ ゃ の 木 」は 国 指 定 天 然 記 念
物 と さ れ 、 町 の シ ン ボ ル と し て 親 し ま れ て い る と こ ろ で す 。  
 本 町 の 協 議 会 は 、小 学 校 ２ 校 、中 学 校 １ 校 の 学 区 か ら 選 出 さ れ た
１ ５ 名 の 青 少 年 相 談 員 で 構 成 さ れ て お り 、小 さ い 町 で は あ り ま す が 、
子 ど も た ち に と っ て 身 近 で 親 し ま れ る お に い さ ん（ ？ ）を 目 指 し て
活 動 し て い ま す 。  
 さ て 、 主 な 事 業 を 紹 介 さ せ て い た だ き ま す が 、  
第 一 に 「 夜 間 パ ト ロ ー ル 」 の 実 施 で す 。 犯 罪 の な い 明 る い 社 会 で

生 活 す る こ と は 、だ れ も が 望 ん で い ま す が 、地 域 住 民 の 一 人 ひ と り
が 力 を 合 わ せ て 地 域 安 全 活 動 に 協 力 し て い か な け れ ば 警 察 の 力 だ
け で は 十 分 な 成 果 は あ が り ま せ ん 。本 町 の 青 少 年 相 談 員 １ ５ 名 全 員
が 「 防 犯 指 導 員 」 の 委 嘱 を 受 け 、 地 元 警 察 の 協 力 も 得 な が ら 夏 季 及
び 春 季 の 年 ２ 回 「 夜 間 パ ト ロ ー ル 」 を 実 施 し て い ま す 。 特 に 、 夏 季
に つ い て は 、 PT A 及 び 教 職 員 と の 合 同 で 実 施 し て い ま す 。  
第 二 に 「 神 崎 ヤ ン グ フ ェ ス テ ィ バ ル 」 の 開 催 で す 。 町 内 外 の 青 少

年 を 対 象 に 自 己 表 現 の 場 を 提 供 し 、 自 己 研 鑽 を 促 し 、 交 流 ・ 親 睦 を
深 め る こ と に よ り 、青 少 年 の 健 全 育 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て
平 成 １ ４ 年 か ら 毎 年 行 わ れ て い る 事 業 で あ り 、ピ ア ノ 演 奏 や 中 高 生
に よ る ダ ン ス を 中 心 に コ ン ト や 歌 の 発 表 も あ る な ど 、子 ど も た ち の
パ ワ ー に は 圧 倒 さ れ ま す 。是 非 機 会 が あ り ま し た ら 、観 覧 に い ら し
て は い か が で し ょ う か 。  
第 三 に 「 通 学 合 宿 」 の 実 施 で す 。 平 成 １ ８ 年 度 の 新 規 事 業 で 、 家

族 と 離 れ て 、異 学 年 の 人 と 生 活 を と も に し 、生 活 体 験 や 社 会 体 験 を
つ む 事 に よ っ て 、 協 調 性 や 社 会 性 を 養 う と と も に 、 自 立 心 を 高 め 、
自 分 や 自 分 の 家 族 を 見 直 す 機 会 と す る 。ま た 、地 域 で の 人 の つ な が
り を 深 め る と と も に 、地 域 社 会 の 教 育 力 の 向 上 と 地 域 社 会 で の 子 育
て を 支 え て い こ う と す る 気 運 を 高 め る こ と を 目 的 と し て 行 っ た 事
業 で 、 青 少 年 相 談 員 は 、 生 活 支 援 と し て 参 加 し ま し た が 、 子 ど も た
ち に と っ て 、新 た な 友 達 が で き た り 、も ら い 湯 な ど を 通 じ て 地 域 の
人 た ち と 交 流 が 深 ま る な ど 、 と て も 良 い 経 験 だ っ た と 思 い ま す 。  
 ま た 、他 に も 、養 護 学 校 も ち つ き 大 会 の 開 催 な ど も 行 っ て お り ま
す 。  
 今 後 も 、こ う し た 活 動 を 通 じ て 子 ど も た ち と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を 図 り な が ら 、明 る く 楽 し い 町 づ く り の 手 助 け と な る よ う な 活 動 を
し て い き た い と 思 い ま す 。  
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青少年相談員活動を振り返って  
 

 多 古 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 
 多 古 町 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 で は 、 １ ５ 期 （ 平 成 １ ６ 年 度 ） に

な っ て か ら 「 多 古 町 ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 」 を 開 催 し て い ま す 。  
 最 初 の 年 は 、 年 1 回 夏 の み の 開 催 で し た が 、 昨 年 か ら は 年 2 回 、
夏 と 冬 に 開 催 し て い ま す 。  
 毎 回 １ ５ チ ー ム 程 度 の 参 加 が あ り 、参 加 者 も 約 ２ ５ ０ 名 。青 少 年

相 談 員 連 絡 協 議 会 で 実 施 す る 事 業 で も 、 子 ど も 会 と 共 催 し て い る

「 ウ ォ ー ク ラ リ ー 大 会 」 と 並 ぶ 評 判 の 事 業 で す 。  
 １ ５ 期 の 委 嘱 の 後 、ま だ 相 談 員 同 士 が 相 談 員 と し て の 仕 事 や 活 動

が 分 か ら な い 中 、何 度 と な く 集 ま り 企 画 を 考 え 実 践 し た 事 業 で 、と

て も 思 い 入 れ の あ る 事 業 で す 。  
 町 の 大 会 は 日 本 ド ッ ジ ボ ー ル 協 会 の ル ー ル に 準 じ て い ま す が 、コ

ー ト の 大 き さ や プ レ ー ヤ ー の 人 数 な ど は 若 干 違 い ま す 。  
最 初 の 大 会 を 開 催 す る 前 は 、ド ッ ジ ボ ー ル に 詳 し い 小 学 校 の 先 生

を 招 き 、み ん な で ド ッ ジ ボ ー ル の ル ー ル 学 習 を し 、ま た 週 に 何 度 も

集 ま っ て 夜 の 体 育 館 で 審 判 の 練 習 を し て い ま し た 。そ ん な 、活 動 の

中 か ら １ ５ 期 委 嘱 さ れ た 当 初 か ら 、相 談 員 同 士 の 連 帯 感 が 深 ま っ た

よ う な 気 が し ま す 。  
 こ の 大 会 も 昨 年 度 か ら 、審 判 員 や 運 営 す る 役 員 の ほ か に 、子 ど も

会 の リ ー ダ ー 的 な ６ 年 生 に 試 合 会 場 の ア ナ ウ ン ス や 、選 手 の ゼ ッ ケ

ン ・ サ ポ ー タ ー 配 り な ど を お 願 い し て 、 青 少 年 相 談 員 だ け で な く 、

子 ど も た ち と 一 緒 に 運 営 す る 事 業 に と 変 え て み ま し た 。  
 選 手 も 楽 し め 、そ の 子 ど も た ち を 子 ど も た ち が 世 話 を す る 異 年 齢

間 の ふ れ あ い の 機 会 と も な っ て い ま す 。  
 定 期 的 に 行 っ て い る 、下 校 時 の 学 校 安 全 ・ 健 全 育 成 パ ト ロ ー ル な

ど と 違 い 、「 ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 」で

は 、 子 ど も た ち と 一 緒 に 楽 し め 笑

顔 を 見 る こ と が で き る 大 変 良 い 機

会 で す 。そ ん な 笑 顔 を 見 て い る と 、

青 少 年 相 談 員 を し て い て 良 か っ た

と 私 自 身 も 実 感 で き る 良 い 機 会 で

も あ り ま す 。  
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青少年相談員活動を振り返って  
 
銚 子 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  

 
 私 が 青 少 年 相 談 員 の 委 嘱 を 受 け て か ら 、今 年 で ６ 年 目 を 迎 え ま す 。
初 め の ３ 年 間（ 1 4 期 ）は 、様 々 な 行 事 や 活 動 に 参 加 し ま し た が 、手
伝 い 程 度 と い っ た 感 じ で し た 。し か し な が ら 、一 昨 年（ 1 5 期 ）か ら
は 支 部 長 と な り 、あ る 程 度 責 任 の あ る 立 場 と し て 、活 動 計 画 や 運 営
の 一 端 を 担 う よ う に な り 、青 少 年 相 談 員 の 活 動 と い う も の が 理 解 で
き て き た と こ ろ で す 。  
ま ず 、銚 子 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 の 構 成 に つ い て 簡 単 に 説 明

し ま す と 、 小 学 校 区 ご と に 支 部 を 設 け 、 1 4 支 部 、 9 6 名 の 相 談 員 が
い ま す 。 そ し て 、 会 長 １ 名 、 副 会 長 ３ 名 、 支 部 長 1 4 名 に よ り 月 １
回 程 度 の 役 員 会 を 開 き 、行 事 の 計 画 や 運 営 に 当 っ て い ま す 。青 少 年
相 談 員 の 事 業 と し て は 、夏 に 行 う 少 年 野 球 大 会 ・ 少 女 ミ ニ バ ス ケ ッ
ト ボ ー ル 大 会 、秋 に 行 う 市 民 ウ ォ ー ク ラ リ ー 大 会 が あ り ま す 。少 年
野 球 大 会 は 、今 年 で 3 7 回 目 と な り ま し た 。私 も 3 0 数 年 前 に 選 手 と
し て 参 加 し た こ と も あ る 歴 史 あ る 大 会 で 、「 野 球 の 銚 子 」 の 一 端 を
支 え て い る ん だ な と 感 動 し た も の で す 。女 子 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
大 会 も 2 7 回 を 数 え 、 こ ち ら も 野 球 と 同 様 、 父 兄 、 地 域 を 巻 き 込 み
年 々 盛 り 上 が っ て き て い ま す 。 た だ 残 念 な こ と に 、 野 球 ・ バ ス ケ ッ
ト 共 に 海 匝 大 会 が な く な り 、「 銚 子 市 代 表 」 と い う 一 つ の 名 誉 が 消
え て し ま い ま し た 。私 達 銚 子 市 青 少 年 相 談 員 で も 、海 匝 大 会 が 無 く
な っ た こ と を 期 に 銚 子 市 の 大 会 も 見 直 そ う と い う 意 見 も 出 ま し た
が 、 今 年 は 今 ま で の 歴 史 と 伝 統 を 重 ん じ 、 ま た 、 子 ど も 達 の 楽 し み
を 残 そ う と い う 意 見 で 一 致 し 、例 年 ど お り 開 催 す る こ と と な り ま し
た 。 今 後 も ず っ と 続 い て い く こ と を 期 待 し て い ま す 。  
秋 に 行 っ て い る 市 民 ウ ォ ー ク ラ リ ー 大 会 は 、 今 年 で 11 回 目 と な

り ま す 。市 内 の 一 つ の 小 学 校 と そ の 周 辺 地 域 を 会 場 と し て 行 い 、子
ど も 達 が 地 図 を 片 手 に 各 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 廻 り 、設 定 タ イ ム に 近
づ け て ゴ ー ル す る と い う も の で す 。チ ェ ッ ク ポ イ ン ト で は 、そ の 地
域 に 関 係 し た 問 題 を 出 し た り 、地 域 の 名 所 を コ ー ス に 組 み 込 ん だ り
し て 、自 分 達 の 住 む 地 域 の 再 発 見 を し て も ら お う と の 思 い も あ り ま
す 。こ の 他 に も 、環 境 美 化 推 進 事 業 と し て 各 小 学 校 へ 清 掃 用 具 の 配
布 を し た り 、各 種 団 体 と 協 力 し て 夏 ・ 冬 休 み や 祭 り の パ ト ロ ー ル を
行 っ た り 、銚 子 マ リ ー ナ ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 、中 学 校 対 抗 銚 子 半 島
一 周 駅 伝 大 会 等 に 協 力 す る な ど 地 域 や 行 政 と の 連 携 を 密 に し た 活
動 を 行 っ て い ま す 。  
し か し 、 近 年 、 特 に 1 5 期 に お い て は 、 環 境 の 変 化 が 著 し く 対 応

に 苦 慮 し ま し た 。 市 町 村 の 合 併 、 学 校 の 統 合 ・ 地 区 の 再 編 な ど 私 達
の 活 動 に 多 大 な 影 響 を 及 ぼ し て い ま す 。環 境 の 変 化 に 合 わ せ 、私 達
の 活 動 も 変 化 せ ざ る を 得 な い の で し ょ う が 、私 達 青 少 年 相 談 員 の 基
本 で あ る「 子 ど も 達 の 為 に 」と い う 気 持 ち だ け は 忘 れ て は な り ま せ
ん 。ま た 、こ の ５ 年 余 り 青 少 年 相 談 員 と し て 活 動 し て 思 っ た こ と は ､
自 分 達 も 楽 し め る 行 事 に し て い く べ き だ と い う こ と で す 。こ れ か ら
は 、 よ り 一 層 各 地 区 、 関 係 団 体 と の 関 係 を 密 に し 、 自 分 達 も 楽 し め
る 、 や り が い の あ る 活 動 に し て い き た い も の で す 。  
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私達の青少年相談員活動  
 

旭 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 

平 成 １ ７ 年 ７ 月 １ 日 、 旭 市 ・ 海 上 町 ・ 飯 岡 町 ・ 干 潟 町 が 合 併 し て 誕 生
し た 本 市 は 、 人 口 ７ 万 １ 千 人 の 東 総 地 域 の 中 核 都 市 と し て 、 今 後 の 発 展
が 期 待 さ れ て い ま す 。  
私 達 青 少 年 相 談 員 も 、 市 町 村 合 併 に 伴 い 市 長 か ら 再 委 嘱 を 受 け 、 同 年

９ 月 に 「 旭 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会 」 と し て 設 立 い た し ま し た 。 こ れ
か ら も 青 少 年 健 全 育 成 を 目 的 と し て 、次 の 主 な 活 動 を 実 施 し て い き ま す 。 
１ ． 活 動 内 容  
（ １ ） 軽 ス ポ ー ツ 大 会  
市 内 の 小 学 生 高 学 年 を 対 象 と し た 「 テ ィ ー ボ ー ル 交 流 大 会 （ ６ 月 ）」

と 「 ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 （ 11 月 ）」 を 開 催 し ま す 。 テ ィ ー ボ ー ル は 、 合 併
以 前 か ら 旧 旭 市 の 事 業 と し て 浸 透 し て い ま す が 、 合 併 後 、 新 市 事 業 と な
っ た 為 、 体 育 指 導 委 員 の 協 力 を 得 て 、 旧 三 町 の 小 学 校 を 巡 回 し 競 技 の 周
知 と と も に 、 大 会 に 参 加 で き る よ う に 「 テ ィ ー ボ ー ル 教 室 」 を 開 催 い た
し ま し た 。  
ま た 、 ド ッ ジ ボ ー ル に つ い て は 、 今 年 度 か ら の 新 規 事 業 で 地 区 ・ 学 区

毎 に チ ー ム 編 成 し 、私 達 相 談 員 が 中 心 と な り 児 童 へ の 指 導 を 行 う 予 定 で
す 。  
「 い つ で も ・ ど こ で も ・ だ れ で も 」 参 加 で き る 軽 ス ポ ー ツ を 開 催 す る

こ と に よ り 、 児 童 の 体 力 向 上 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン づ く り を 図 り ま す 。 
（ ２ ） 防 犯 パ ト ロ ー ル  
各 支 部 活 動 と し て 、 夏 季 及 び 冬 季 休 業 中 に 「 夜 間 パ ト ロ ー ル 」 を 実 施

し 、 青 少 年 を 非 行 や 犯 罪 ・ 不 審 者 か ら 守 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。  
（ ３ ） ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  
干 潟 支 部 の 活 動 で 、 毎 月 第 １ 日 曜 日 を 「 社 会 奉 仕 の 日 」 と し 、 児 童 の

ボ ラ ン テ ィ ア 精 神 と 美 化 意 識 の 育 成 の 為 、神 社 や 公 共 施 設 を 清 掃 し て い
ま す 。  
２ ． 今 後 の 課 題  
本 市 の 青 少 年 相 談 員 は 、１ １ ８

名 委 嘱 さ れ て い ま す が 、児 童・生
徒 と 接 す る 機 会 が 少 な く 、お 互 い
を 知 ら な い 相 談 員 も い る と 聴 い
て い ま す 。  
「 地 域 で 青 少 年 を 育 て る 」た め

に も 、私 達 相 談 員 が 子 ど も 育 成 会
等 の 関 係 団 体 と 連 携 を 取 り 、「 一
人 で も 多 く の 児 童・生 徒 と ふ れ あ
う こ と 」が 必 要 で あ る と 思 わ れ ま
す 。  
 
                    H18．６．４ 旭市スポーツの森公園野球場 

  市民スポーツのつどいティーボール交流大会 
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私たちの青少年相談員活動  

 

匝 瑳 市 青 少 年 相 談 員 連 絡 協 議 会  
 

平 成 １ ８ 年 １ 月 ２ ３ 日 に 旧 八 日 市 場 市 と 旧 野 栄 町 が 合 併 し 、匝 瑳
市 と し て 誕 生 し て ７ ヶ 月 ほ ど 経 過 し ま し た 。当 相 談 員 連 絡 協 議 会 も
「 八 日 市 場 支 部 」 と 「 野 栄 支 部 」 の 支 部 制 を 設 け 、 積 極 的 に 活 動 し
て お り ま す 。  
ま ず は 、 八 日 市 場 支 部 よ り ご 紹 介 し ま す 。「 八 日 市 場 」 と い う 地

名 は 、 毎 月 ８ 日 と １ ２ 日 に 「 市 」 が 開 か れ た こ と に 由 来 し 、 古 く か
ら 東 総 地 域 の 商 取 引 の 中 心 地 、 交 通 の 要 衝 と し て 栄 え て き ま し た 。
ま た 全 国 屈 指 の 「 植 木 の ま ち 」 と し て も 知 ら れ て い ま す 。  
八 日 市 場 と し て 市 制 を 施 行 さ れ た の が 昭 和 ２ ９ 年 ７ 月 １ 日 、１ 町

９ 村（ １ ０ 地 区 ）が 合 併 し て 誕 生 し ま し た 。青 少 年 相 談 員 の 活 動 は 、
こ の 10 地 区 の 小 学 校 を 基 軸 に 選 出 さ れ た 総 勢 ５ ７ 名 で 、 ス ポ ー ツ
活 動 を 中 心 に 運 営 ・ 実 施 し て お り ま す 。 こ れ ら 活 動 の 内 、「 八 日 市
場 市 少 年 の 日 地 域 の つ ど い 大 会 」（ 年 1 回 ） は 、 少 年 野 球 大 会 を ３
６ 回 、少 女 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 大 会 を ２ ６ 回 開 催 し 、地 域 に 密 着
し た ス ポ ー ツ 大 会 と な っ て い ま す 。（ 添 付 写 真 参 照 ）  
そ の 他 オ リ エ ン テ ー リ ン グ や 宿 泊 体 験 の 活 動 も し て お り ま す が 、

１ ０ 地 区 そ れ ぞ れ 独 自 に 、よ り 地 域 特 性 を 活 か し た 活 動 を 立 案 実 施
し て い ま す 。月 1 回 の 休 日 を 利 用 し た ニ ュ ー ス ポ ー ツ 教 室 や 野 外 活
動 （ キ ャ ン プ 等 ）、 稲 作 体 験 （ 田 植 え か ら 餅 つ き ま で ）、 ス ケ ー ト 教
室 、 昔 遊 び 教 室 、 民 芸 大 会 な ど 地 区 毎 に 企 画 さ れ 、 地 域 住 民 と 一 体
と な り 健 全 な 青 少 年 育 成 活 動 へ と 繋 げ て い ま す 。  
市 町 村 合 併 し て 「 匝 瑳 市 」 と な っ た 今 年 も 、 前 述 の 少 年 の 日 地 域

つ ど い 大 会 （ 第 1 回 匝 瑳 市 大 会 と し て ） を 引 き 続 き 開 催 し て 、 2 地
区 を 加 え た 合 計 １ ２ 地 区 で 盛 大 に 執 り 行 い ま し た 。  
第 １ ５ 期 と し て の 活 動 も 残 す と こ ろ 僅 か と な り ま し た が 、今 後 も

ス ポ ー ツ 活 動 を 通 じ て 、少 年 少 女 の 健 全 な 身 体 と 精 神 を 養 う と 共 に 、
青 少 年 相 互 の 友 情 を 深 め る 事 を 目 的 に 、充 実 し た 活 動 を 実 施 し て 行
き た い と 思 い ま す 。  
野 栄 支 部 は 旧 野 栄 町 が 昭 和 ３ ８ 年 に 相 談 員 連 絡 協 議 会 が 設 立 さ

れ て 以 来 、積 極 的 に 活 動 を 続 け て お り ま す 。学 校 単 位 で 実 施 す る 小
学 生 高 学 年 を 対 象 と し 、自 分 で 身 の 回 り の 世 話 を し な が ら 、友 達 と
の 交 流 を 深 め る 目 的 の 宿 泊 研 修 「 フ ロ ン テ ィ ア 学 寮 」 で は 、 創 作 活
動 や 福 祉 活 動 を 内 容 に 盛 り 込 ん で 、参 加 す る 子 ど も た ち に 大 変 な 反
響 を 呼 ん で お り ま す 。 毎 年 、 参 加 人 数 が 多 数 の た め 、 抽 選 で 決 定 し
て い る た め 中 に は 悔 し が る 子 ど も た ち も お り ま す 。  
 本 年 度 は 、記 念 す べ き 第 １ 回 目 の 匝 瑳 市 少 年 野 球 大 会 並 び に 少 女
ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 大 会 を 開 催 し 、市 内 の 少 年 野 球 チ ー ム と 、少
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女 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル チ ー ム が ２ 日 間 に わ た り 熱 戦 を 繰 り 広 げ
ま し た 。 少 年 野 球 の 優 勝 チ ー ム は 栄 地 区 の 「 栄 小 学 校 」 が 、 見 事 優
勝 い た し ま し た 。  
冬 に は 異 学 年 と の 交 流 を 目 的 と し た「 小 中 学 生 の つ ど い 大 会 」事

業 を 、 中 学 生 、 小 学 生 を 混 ぜ た 班 編 成 で 、 そ の 場 所 の 歴 史 ・ 文 化 に
触 れ な が ら の ウ ォ ー ク ラ リ ー な ど を 実 施 し て お り ま す 。  
各 種 事 業 だ け で は な く 、青 少 年 非 行 防 止 の た め 、夏 休 み 、冬 休 み 、

春 休 み 期 間 中 の パ ト ロ ー ル も 行 な い な が ら 、他 に も 共 催 事 業 や 後 援
事 業 も 多 数 あ り 、会 議 の 中 で 昨 年 度 の 内 容 を 反 省 課 題 と し 、な お 一
層 の 事 業 内 容 に す る た め 長 時 間 に わ た り 協 議 し 、主 催 事 業 だ け で 年
間 十 回 以 上 、 そ の 他 、 共 催 ・ 後 援 事 業 が 多 数 と 、 精 力 的 に 活 動 し て
お り ま す 。  
今 後 と も 、よ り 多 く の 子 ど も た ち が 積 極 的 に 参 加 で き る よ う 、ま

た 、参 加 し や す く 、魅 力 の あ る 事 業 を 匝 瑳 市 独 特 の 青 少 年 健 全 育 成
事 業 と し て 、全 力 で 取 り 組 ん で い く 所 存 で あ り ま す の で 、よ ろ し く
お 願 い い た し ま す 。  

 


